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	fill_23[0]: 寮は午前0:00~4:00の間、門が閉められ出入りを制限されたり、毎晩点呼をされるなどルールも少なくはないが、寮に住むことをお勧めする。なぜなら寮ではルームメイトを始め、たくさんの人と出会うことができ、またさまざまな行事も行われているため学校生活ではできないようなことも経験することができるためである。そして、これは少し不便だったのだが、学生寮では料理を禁止しているため、キッチンや冷蔵庫がない（浄水器は各階の廊下に、電子レンジは1階の休憩室に設備されている）。もし自炊したいというのであれば、学校から徒歩約20分程の所にある女子学生寮に入るとよいだろう（女子学生に限る）。そこには部屋に一台の冷蔵庫と電子レンジ、1階には調理室があるそうだ。
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	fill_25[0]: 大学内もWiFiがあり自分のパソコンでもインターネットの使用が可能である。他にも多くの自由PC室があり、コピーなども自由に使うことができる。しかし現金払いのコピー機が少なく、ほとんどがカード払いのコピー機であるため予め使い方を教えてもらっておくといいだろう。
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	fill_31[0]: 留学中に病院で受診したことはなく、風邪や腹痛などで体調を崩したときは日本から持参した市販の薬を服用した。普段から服用している薬があれば多めに持って行くことをおすすめする。また、留学中に重症呼吸器感染症であるMERSが流行したが、そういった場合はメディアや他人からの情報判断をしっかりして、自分で見極めながら正しい予防に努めることが大切だ。
	fill_32[0]: 口座を開設した。国際交流室の方が一から教えてくれて、外国人登録証がなくても、渡韓すぐにパスポートと印鑑で開設することができた。大学内の銀行の方も非常に親切で円が上がった時には教えてくれたりした。
	fill_33[0]: 韓国人は日本人に比べて感情を率直に表現をする人が多いように感じる。日本人であれば言いにくいことであっても韓国人であればいい意味で悪気なく言えてしまう場合も多かった。また韓国人は新しく人と出会うことに関して積極的であるように思えた。他にも生活スタイルや食事作法も違うことが多いので、見て学びながら適応させるようにした。
	fill_34[0]: ボランティアとして日本料理の炊き出しを行ったり、高校生に日本について教えるアルバイトをしたりした。日本ではなかなか体験できないアルバイトだったのでとても良い経験になった。ボランティアやアルバイト求人情報は国際交流室の方が教えてくれるので、送られてきた連絡はしっかり目を通しておくのが良いだろう。
	fill_35[0]: 釜山は韓国の中でも治安の良い都市であり、大きな事件なく生活することができたが、時にはお金を多くとられたり、日本語で話していると何か言われたりした友達もいたので、あらゆることに目を配りながら、気を付けて生活する必要がある。
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	fill_46[0]: トラブルという大きなトラブルはなかったが、留学当初の孤独感には潰されそうになった。いくら隣国といってもやはり外国であることに変わりはなく、自信のあった韓国語も全く聞き取れず、出てこなかったため余計につらかった。他には財布（クレジットカードやチェックカード、外国人登録証明書など全て）を丸ごとなくした時は焦ったが、友達に恵まれ、大抵のことはどうにかなった。
	fill_47[0]: クラスは少なくて7人、多ければ50人ほどの学生たちと一緒に授業を聞いた。成績評価に関しては、グループ課題をした班員たちに評価されたものをもとに成績をつけられる教授もいらっしゃったため、自分では一生懸命取り組んだ授業であっても想像通りの成績を受けることができず、悔しい思いをしたものもあった。また、韓国人学生たちの勉学に取り組む姿勢は非常に熱心であり、特にテスト期間中は図書館やカフェが学生で混雑する。
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	fill_60[0]: 最初は全く行くつもりではなかった韓国留学。教授や先輩方に背中を押されて、親や友達たちから多くの応援を受けて行くことになった。最初は本当につらかった。周りには誰一人知っている人もおらず、言葉の壁も大きかった。しかし涙は初日に流し切って、二日目からは何の目的もなく外に出るようにした。一人でレストランに入って、一人で注文して、一人で食べて。すると不思議なことに、気が付けば周りにはたくさんの友達に囲まれていた。いろんな所から来た人に出会い、毎日が楽しく、様々なことを学ぶことができた。韓国語はまだまだ勉強不足だと感じることも多々あるが、留学中は机についての勉強よりも、どんどん外に出て、人と出会ってする勉強を優先した。留学前の自分の姿を忘れて、自分がどれほど成長したのか本人は分からなかったりするものだが、留学して、多くのものを得て、失って、きっと強くなったのだろうと思う。何よりも、自分のしたいことをして生きようと思うようになった。自分を成長させてくれたものは教科書ではなく、人との出会いだった。これからもより多くの人と出会い、話を交わし、様々なものを吸収したいと思う。

　そして、留学を考えている方、是非行ってください！たくさんの知らないことにぶつかって、今見えている世界がもっと広くなり、きっと成長させてくれるでしょう。もし不安や気になることがあればいつでも上記のアドレスに気軽にメールを送ってくださいね。

　最後になりますが、留学プログラムを提供してくださった近畿大学、そして行くことをお勧めしてくださった教授、留学の手続きから何までお世話してくださった国際交流室の方々、様々な情報を教えてくださった先輩方、つらいときたくさんの力をくれた友達、心配に包まれながらもいつも応援してくれた家族、私の留学は皆さんのおかげで成り立ちました。本当にありがとうございました。





